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１． 研究目的 
本研究は，東南アジア社会の変容と独自性を,

「伝統的・慣習的尺度および計量」の観点から，

特にベトナムに焦点をあてて分析・解明するもの

である． 
一般的には，「伝統・慣習は近代化とともに都市

部から消滅する」とされる．しかしながら，近代

化に伴う社会変動が激しいベトナムでは，農村部

よりも都市部により長く伝統的計量器（竿秤など）

が継承されている事例が報告されている．そのよ

うな一般論では説明できない事例にこそ，その社

会を読み解く重要な手がかりが隠されていると考

えられる． 
これまで研究代表者である関本は，歴史学的手

法で特に植民地時代（19 世紀後半から 20 世紀前

半まで）を対象として，度量衡政策から人々の生

活の中で使用されていた度量衡に至るまで，地域

も北部，中部，南部を網羅的に，ベトナムの度量

衡と社会を解明してきた．その中で「計量」に対

するベトナム人の意識は，ベトナムの村落共同体

や人間関係の特徴を色濃く反映するものであった

ことを明らかにした．こうした人々の意識の伝承

と変容の過程を分析することは，現代ベトナム社

会の固有性，ベトナム人特有の特徴を「計量」・度

量衡の視点から具体的に検証することつながる． 
そこで，本研究では，人間本来の計量に対する

認識，慣習的尺度の実態と活用，近代化が進む現

代社会の伝統的文化・意識の維持・変容を，「計量」

の観点から文化人類学的に調査・分析することを

学術的な「問い」とし，伝統的計量の継承と変容

の過程から，現代ベトナム社会の特質を明らかに

することを研究目的とした． 
 

２． 研究実施内容 
ベトナムにおいて，計量に関する現地調査は，

ある特定の職業（大工など）・地域における研究を

除き，本格的に進められていない．また，計量の

観点から社会の特質を明らかにする，という視点

での調査は管見の及ぶところみられない．そこで，

本研究に対して，すでにミャンマーやタイといっ

た同じく東南アジア地域における度量衡，計量に

関する研究がある共同研究者からのアドバイスも

得ながら，2019 年 8 月 12 日から 8 月 26 日まで，

ベトナム，ハノイおよびその近郊で現地調査を行

った．具体的な内容は以下のとおりである． 
（1）ベトナム・ハノイ国家大学ベトナム学・科学

発展院における研究者へのインタビュー調査 
 計量に関する現地調査・研究を始めるにあたり，

まず受け入れ機関であるハノイ国家大学ベトナム

学・科学発展院で，ベトナムにおける，そしてベ

トナム人にとっての「計量」概念に関して，およ

び今後の調査・研究の方向性について，意見を伺

った．インタビューに応じてくださったのは歴史

研究者である同院院長のファム・ホン・トゥン教

授，同地域研究部部長で，少数民族地域の専門家

であるファム・ヴァン・ロイ教授である．両氏か

らは，ベトナムの風習や言い回しに見られる度量

衡の事例からベトナム人の計量意識を探る可能性

や，継承されている慣習的度量衡の地域的範囲と

その差異，近代化に伴い失われていく計量単位・
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用具の種類，減少時期やその背景となる環境変化

などについて，有益な情報を得ることができた． 
（2）科学技術省度量衡品質基準総局におけるイン

タビュー調査 
ベトナムの度量衡に関する国家機関である科学

技術省度量衡品質基準総局において，同局度量衡

院科学管理業務室長のズォン・クォック・タオ氏

にインタビューすることができた．タオ氏からは，

ベトナム各地の生活環境や対象によって重量での

計量を志向するか，容積での計量を志向するか，

具体的な事例を交えてその差異と変化についてお

話を伺え，今後の調査地域，調査対象の選定に関

して貴重な示唆を与えていただいた．また，現行

の国際単位系 IS 以外にも，法令の中で容認された

ベトナム独自の慣習的度量衡の種類や地域差の資

料などを入手することができた． 
（3）ハノイ市内の市場および旧市街における現地

調査 
ハノイ市内の 3 つの市場(chợ Ngã Tư Sở, chợ 

Phùng Khoang, chợ Bách Khoa)と，旧市街において，

計量器や計量単位についてのインタビュー調査を

行った．市場の中において竿秤などの旧式の計量

器の使用は確認できなかった一方で，旧市街を行

き来する行商人においては，依然として竿秤を使

用している姿が確認できた（図 1 参照）． 
                                  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1．竿秤を使って果物を売っている 
行商人．ハノイ市旧市街にて筆者撮影． 

 
 
今回は現在普及している台秤を使用している行

商人，旧来の竿秤を使用している行商人それぞれ

にその理由などの聞き取りを行った．しかしなが

ら，行商人は一か所に長くとどまっていると公安

警察に摘発される恐れがあるため，インタビュー

調査は非常に困難であった． 
（4）ハノイ近郊農村における現地調査 
 ハノイ市から約 80 キロの紅河デルタに位置す

るハイズオン省チーリン市（Tỉnh Hải Dương, Thành 
phố Chí Linh）において，市場 2 か所(chợ Trại Sen, 
chợ Sao Đỏ)および木材加工・大工の職人に対して

も，慣習的計量器の使用状況を主に調査した．市

場内では竿秤などの旧式計量器の使用は認められ

ず，行商人についても同様の傾向が見られた．チ

ーリン市内では，3 人の職人の工場に足を運び，

作業の様子と使用している道具を調査した．木工

職人の現場では，デザインをパソコンで取り込み，

自動で彫刻を行う機械が導入されているなど，す

べての道具が近代化され，旧式の計量器も見るこ

とはできなかった．しかし一方で，建築や各家庭

に設置される祭壇の主要な寸法を決定する際，そ

の吉凶を占う尺である魯盤尺(thước Lỗ Bang)は，依

然として使われていることも分かった．現在使わ

れている魯盤尺は，インチ表示とセンチ表示が一

体化した近代的な巻き尺であり（図 2 参照），この

巻き尺は都市部の工具店でも簡単に手に入る市販

品であることも確認できた． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2．魯盤尺の巻き尺 
ハイズオン省チーリン市にて筆者撮影 

 
（5）その他 
 上記以外にも，ハノイ国家大学内で教員や出入

りしている小売業者販売員などにも聞き取りを行

った．また，今後行商人を対象とした調査を行う

場合，行商が認められている場所，形態などを確

認した上での調査が必要になるため，行商に関す

る法律文書を入手した． 
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３． まとめと今後の課題 
本研究により，第一に，北部ベトナムにおける

都市部と農村部の違いが度量衡の側面から観察さ

れた．研究代表者である関本のこれまでの調査か

らも，北部以北に位置する高原地帯の農村におい

ても，行商人の減少，竿秤といった伝統的計量器

の消滅が観察されていた．それと対照的に，ハノ

イ市内では行商人および行商人による竿秤の使用

は，依然としてみることができる． 
これらの理由については，それぞれ次のような

背景があると考えられる．都市部では共働きなど

農村より多忙な生活を送る人が多いため，行商人

が重宝されている．そして行商人の一部は軽量で

使い慣れた竿秤の使用を継続していることから，

竿秤が継承されている．一方，農村部においては，

人々の暮らしには比較的時間に余裕があり，加え

て近年近代的な市場の整備が進んだ影響で，娯楽

を兼ねて近代的市場へ出かけることを志向する傾

向がみられる．その結果，行商人の需要は減少し，

計量器に関しても新たに整備された市場内では台

秤が主流となっているのではないか．この点に関

してはさらなる検証の必要があるが，今回の調査

で紅河デルタの農村部においても同様の傾向が確

認できたことは大きい． 
第二に，都市部においても，農村部においても，

住居や祭壇の寸法を決定する際にその吉凶を占う

魯盤尺は依然として用いられており，さらにその

形はより簡便な巻き尺に姿を変え，市販されてい

ることが確認できた．このことから，急激な社会

変化，近代化の中でも，祖先崇拝の慣習は変わら

ず継承されていること，住居を構える際の風水信

仰も根強く残っていることが窺える．ベトナム人

にとって何が大切か，変わりにくいものは何か，

度量衡の側面から一つの可能性を示すことができ

たと言える． 
第三に，専門家へのインタビュー調査から，ベ

トナムの計量制度，計量に関する慣習は，大きな

地域差があることが改めて確認できた． 
今回の共同研究の成果として，これまで本格的

に行われてこなかったベトナムの「計量」に関す

る現地調査の今後の方向性，学術的展望，遂行す

る上での問題点や明らかにすべき点が明確になっ

たことが挙げられる．具体的には，今後以下のよ

うな調査へと発展させる予定である．①現代ベト

ナムにおける度量衡から見る地域性について：北

部・中部・南部の地域差について，ハノイ国家大

学歴史学部およびホーチミン人文社会大学の協力

を得て，アンケート調査（学生本人とその祖父母，

両親の国際単位系以外の慣習的度量衡の使用につ

いて世代間調査）を行う．また，それぞれの地域

の行商人へのインタビュー調査を並行して行う．

中部についても，同様の調査ができるよう現在調

整中である．②伝統的計量器から現代的計量器へ

の移行：現代のベトナムの代表的計量器生産メー

カーおよび伝統的計量器を生産している村におけ

る聞き取り調査を行う．③消滅の危機に瀕してい

る伝統的度量衡の実地調査：少数民族地域におけ

る現地調査を行う． 
本研究が対象とする伝統的な計量も，年々数が

減少しており，今後調査が難しくなることは否め

ない．世界中で均一な価値観，生活が共有されて

いく傾向にある中，その国の社会，人々の生活に

見られる独自性，個性も失われつつある．こうし

た現状から，本研究が行う現地調査は，伝統的な

計量についての記録・保存という意義も有してい

るといえ，今後も継続してこの課題に取り組んで

いきたい． 
 
４．この助成による発表論文等 
 「ベトナムの現行計量法について：日本の計量

法との比較を通じて（仮題）」を現在投稿準備中で

あるが，投稿先などは未定である． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


